
 

 

肺循環科カリキュラム 

 

＜概要＞ 

肺循環科は、肺循環疾患の診療と研究に特化した我が国では極めてユニークな診療グループ

である。肺循環疾患とは、各種の肺高血圧症、急性・慢性肺血栓症（静脈血栓塞栓症）とこ

れに関連する右心不全、成人先天性心疾患が含まれる。これらの疾患例の大半は難病に属し、

難治性である。通常これらの疾患は症例数が比較的少ないため研修できる施設が少ないが、

当肺循環科では日本で有数の実際の症例を通じて、これらの疾患の血行動態、病態把握を習

熟し鑑別診断・重症度評価と適切な治療を行うための知識と技術の習得を目的とした研修が

可能である。この研修で国内だけでなく国際的に通じる肺循環疾患の基本的な臨床の診療技

術、治療技術を身に着けることを目標とする。近年発展してきている慢性血栓塞栓性肺高血

圧症における肺動脈バルーン形成術や心房中隔欠損症のカテーテル閉鎖術等の成人先天性

心疾患におけるカテーテル治療等の技術も各自の希望に併せて習得することも目標とする。

当科へは国外からの短期研修者も多く、また英語による症例ディスカッションも各３ヶ月の

クール毎に行なっており、英語に置ける疾患の説明やディスカッションを学ぶことも可能で

ある。 

 

対象：主に医師５年目〜１０年目 

キーワード：肺循環、肺高血圧症、肺動脈性肺高血圧症、右心カテーテル検査、エポプロス

テノール持続静脈注射療法、アップフロント治療、慢性血栓塞栓性肺高血圧症、肺動脈造影

検査、心臓 MRI、肺動脈内膜血栓摘除術、肺動脈バルーン形成術、BPA、遺伝性出血性毛細

血管拡張症、HHT、オスラー病、成人先天性心疾患、肺移植、右心機能、遺伝子検査、BMPR2、

ALK1 

 

関連資格：日本循環器学会 循環器専門医（日本循環器学会認定 循環器専門医研修施設）、

日本肺循環、肺高血圧症学会、日本心血管インターベンション治療学会 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜対象疾患＞ 

１．肺高血圧症（肺動脈性肺高血圧症、慢性血栓塞栓性肺高血圧症など） 

２．静脈血栓塞栓症（急性肺血栓塞栓症、深部静脈血栓症） 

３．成人先天性心疾患 

４．その他、先天性・後天性肺血管疾患（遺伝性毛細血管拡張症（オスラー病）、肺動静脈

奇形、肺動脈高安病など） 

２０１６年：肺動脈バルーン形成術：250件 

 

 

 

＜到達目標＞ 

１．肺高血圧症の鑑別診断を学ぶ。 

２．肺動脈性肺高血圧症の鑑別診断、それぞれの肺動脈性肺高血圧症における薬物療法を中

心とした治療法を学ぶ。 

３．肺動脈性肺高血圧症におけるプロスタサイクリン系、NO系、エンドセリン系のそれぞ

れの薬剤の基本的な使用法、副作用に対する対処を学ぶ。エポプロステノール在宅持続

静注療法／ヒックマンカテーテル留置の導入、管理、使用法を学ぶ。 

４．プロスタサイクリンの皮下注射、吸入療法、内服療法の管理、治療を学ぶ。 

５．肺高血圧症における必須の検査である運動負荷試験（特に６分間歩行負荷を中心とし

て）、心エコー・ドプラ法、肺換気血流シンチグラム、CT、MRIの読影下肢静脈エコー

検査を学ぶ。 

６．右心カテーテル検査による肺高血圧症の血行動態評価を学び、どう治療に生かすかを学

ぶ。 

７．慢性血栓塞栓性肺高血圧症における経皮的肺動脈形成術（BPA）(２０１６年２５０件)

の適応、手技（希望に応じて）を学ぶ。 

８．慢性血栓塞栓性肺高血圧症における肺動脈血栓内膜摘除術の適応検討を学ぶ。 

９．急性肺血栓塞栓症に対する治療（血栓溶解療法、カテーテル的肺動脈血栓破砕術、下大

静脈フィルター留置など）を学ぶ。 

１０． 下肢深部静脈血栓症に対するカテーテル治療（カテーテル血栓溶解療法など）を学

ぶ。 

１１． 経皮的心房中隔欠損閉鎖術（ASO）の適応、手技（希望に応じて）を学ぶ。 

 

 

 



 

 

＜研修内容＞ 

１．臨床研修 

専門修錬医は心臓血管内科（肺循環科）に所属し、対象疾患を中心に急性および慢性心不全

の病態を把握し、適切な診断と治療ができるようになることが研修の目標である。研修の到

達目標に向け、高度な知識と実践に重点を置いた研修を行う。患者受持は、心臓血管内科一

般病棟およびハイケアユニットの入院患者で、平均受持ち患者数は 4～6人（平均週1～3名）

である。 

 

＜週間スケジュール(全員が全ての検査、治療に参加する訳ではない)＞ 

曜日 時間 内容 

月曜日 

午前 肺動脈造影検査 

午後 

経皮的肺動脈形成術(BPA) 

症例ミニカンファレンス 

心不全科合同勉強会 

火曜日 

午前 経皮的肺動脈形成術(BPA) 

午後 

経皮的肺動脈形成術(BPA) 

症例カンファレンス 

血管外科・放射線科合同カンファランス 

水曜日 午後 

病棟回診 

経皮的心房中隔欠損閉鎖術(ASO) 

小児科・小児外科合同カンファランス 

肺循環科レクチャー（肺循環科スタッフによる） 

症例カンファレンス（英語）（３ヶ月に一度） 

木曜日 

午前 成人先天性心疾患（ACHD）カンファレンス（月２回） 

午後 
右心カテーテル検査 

内科集談会 

金曜日 

午前 肺動脈造影検査 

午後 
経皮的肺動脈形成術(BPA) 

症例ミニカンファレンス 



 

 

 

２．当直業務 

緊急対応・緊急患者初療のトレーニングを目的として、スタッフの指導のもとに一般内科当

直業務あるいは CCUの交替制勤務（日勤あるいは夜勤）を月 1-2回程度行う。 

 

３．臨床研究・基礎研究 

肺循環科としての専門的知識を持って、当科の診療範囲でクリニカルクエスチョンを重視し

心臓 MRI、右心カテーテル検査、肺動脈病理、肺高血圧臨床研究、介入研究、観察研究、遺

伝子診断等の臨床研究を行う（専門修錬医には、臨床業務と並行して研究に費やすことので

きる時間を十分に確保するように配慮する）。その成果を国内外の学会において発表し、論

文執筆を行う。肺循環グループの臨床能力と基礎疾患を有機的に結び、トランスレーショナ

ル研究を進めるため、研究所と連携し、動物実験・分子生物学的実験等に参加することも可

能である。また当科では、国内外多施設共同研究や AMED事業にも複数参加している。 
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